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佐賀市教育委員会 

平成 20 年 10 月 1 日 

■ 調査の趣旨                    

○ 全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、各地域における児童生徒の学

力・学習状況を把握・分析することにより、教育及び教育施策の成果と課題を検証し、その改

善を図る。 

○ 各教育委員会、学校等が全国的な状況との関係において自らの教育及び教育施策の成果と課題

を把握し、その改善を図り、併せて児童生徒一人一人の学習改善や学習意欲の向上につなげる。 

※以上は、本調査にあたっての文部科学省の見解です。佐賀市教育委員会においても、同様の趣旨

で実施しています。 

■ 調査期日 

平成２０年４月２２日（火） 

■ 調査の対象学年および対象者数 

○ 佐賀市立小学校（36校）６年生および佐賀市立中学校（28校）３年生 

○ 小学校６年生  国語 A：2,331 人、国語 B：2,332 人、算数 A：2,331 人、算数 B：2,332 人 

中学校３年生  国語 A：2,016 人、国語 B：2,018 人、数学 A：2,023 人、数学 B：2,023 人 

■ 調査の内容  

（１） 教科に関する調査 

主として「知識」に関する問題 

[国語 A、算数・数学 A] 

主として「活用」に関する問題 

[国語 B、算数・数学 B] 

・ 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容

に影響を及ぼす内容 

・ 実生活において不可欠であり常に活用できるよ

うになっていることが望ましい知識・技能など 

・ 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用

する力などにかかわる内容 

・ 様々な課題解決のための構想を立て実践

し評価･改善する力などにかかわる内容 

 （２）生活習慣や学習環境に関する質問紙調査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面に

関する調査 

指導方法に関する取り組みや人的･物的な

教育条件の整備の状況、児童生徒の体力・運

動能力の全体的な状況等に関する調査 

■ 調査結果について 

○ ここでは、佐賀市立小中学校全体の結果分析および今後の方針を概括的に示しています。個々

の学校の結果等については、後日、各学校から発表される結果分析をご覧ください。 

○ 昨年度の結果と比較して記載した箇所がありますが、学力向上については、少なくとも数年

間の積み上げが必要なので、必ずしもこの 1 年間の取り組みの成果とまでは言えないことに留

意してください。 

○ 質問紙調査の結果については、「佐賀市が目指す子ども像」の「基礎学力を身につけた子ども」

に関する抜粋のほか、「倫理観・社会常識を身につけた子ども」に関して佐賀市で大切にしたい

８項目、向上心・生命尊重・思いやり・感謝・規則・責任感・礼儀・勤労にあてはまる質問を

抜粋して分析しました。 

  ＊佐賀市が目指す子ども像･･･「基礎学力を身につけた子ども」「倫理観・社会常識を身につけた子ども」

「佐賀を誇り愛着をもつ子ども」 

 

佐賀市佐賀市佐賀市佐賀市におけるにおけるにおけるにおける全国学力全国学力全国学力全国学力・・・・学習状況学習状況学習状況学習状況調査調査調査調査のののの概要概要概要概要（（（（ダイジェストダイジェストダイジェストダイジェスト版版版版））））    
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■ 結果の概要 

 ＜教科に関する調査について＞ 

○ 佐賀市立小中学校全体の正答率は、全国と比較して、ほぼ同じレベルにある。昨年度、全国平

均より低かった分野で若干の上昇が見られた。 

 

� 佐賀市立小中学校全体の正答率は、国語、算数・数学ともに、全国の公立小中学校の正答率と

比べ±２ポイント以内にあり、ほぼ全国と同じレベルにあると言えます。昨年度と比較すると、

平均より低かった分野で、得点の上昇がみられ、全体的に上昇しているとみることができます。 

� 調査の対象児童生徒は異なっていますし、1年間という短い期間では、単純に各学校の授業改

革等の成果とまでは言えませんが、少なくとも、よい傾向を示していることは事実です。 

� 学校では、この 1年間の具体的目標及び指導・評価計画の検証とともに、昨年度設定した中期

的総合的な方策の加除修正を行い、さらなる学力の向上を目指す必要があります。 

 

＜問題 A、問題 B について＞ 

○ 問題 Aより問題 B の正答率が低く、学んだ「知識」を「活用」する力に課題がある。各学校で

は、「活用」する力を高めるため、授業改善に取り組む必要がある。 

 

�  主に「知識」を問う問題 A と主に「活用」を問う問題 B の正答率の差は 12.0～22.9 ポイント

で全国の結果とほぼ同様でしたが、小学校で、全国よりやや差が大きくなっていました。これ

は、小学校では「知識」について全国より、よい傾向にあるためです。中学校も含めて、佐賀

市の子どもたちは、昨年と同様に「知識」についてはほぼ満足できる状態ですが、「活用」す

る力に関しては、課題があります。 

� 基礎的な知識・理解がほぼ満足できる結果となったのは、読書活動、朝の計算タイム、ティー

ムティーチングや少人数指導などのきめ細かな指導などが効果を上げているためだと考えま

す。引き続き、個に応じた支援を行っていきたいと思います。 

� 「活用」に関しては、基礎的な知識・理解を応用して問題を解決する中で、考えさせる学習経

験を積み重ねていくことが大切です。習ったことを生活場面などへ応用してみる、逆に生活場

面から問題を探してみるといった「発展的な学習」を計画的に取り入れていく必要があります。

また、教師の説明を聞き、個人で問題を解くだけでなく、集団で論議しながら解決することも

大切です。このような「学び合い」の中で、自分の考えを分かりやすく表現する力、相手の考

えに的確な指摘を与える力、どちらがより有効かを判断する力などが身につき、「活用」力を

高めることができます。「活用」力をつけることを、今後の佐賀市の授業改革の中心にすえて

いきたいと思います。 

 

＜正答数分布について＞ 

○ 全国とほぼ同様の分布を示している。中学校数学 A 問題は散らばりが最も大きく、数学 B 問

題は若干ではあるが、二極化の傾向を示している。個に応じる指導をより強化していく必要が

ある。 

 

� 正答数分布のグラフでは、小中学校、AB問題ともに、全国と大きな差は見られませんでした。

小学校に比べ、中学校で散らばりが大きくなっていることも全国と同様です。 

� 中学校数学については、A問題で散らばりが最も大きく、B 問題で若干ですが、学力分布の二

極化傾向が見受けられました。これは、系統性の強い教科で起こることではありますが、各

学校では、つまずきを早期に発見し、その都度、補充学習を行うなどをして、二極化傾向を

解消していくように努めなければなりません。 
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○ 「今住んでいる地域の歴史や自然に関して関心がある」、「今住んでいる地域の行事に参加し

ている」、「友達との約束を守っている」については、小学生が中学生より 20 ポイント以上高くな

っている。 

 

○ 学習習慣に関することでは、佐賀市の子どもは、全国と比較して、読書を行っている子ども

の割合が高いが、｢全くしない｣という子どもも、小学校で約 20％、中学校で約 30％いる。 

○ 「家庭学習の時間は全国平均より短い」という結果であった。家庭学習の習慣付けは、小学

校から継続して行う必要がある。 

○ 学校の授業については、「普段の授業で自分の考えを発表する機会が与えられていると思う」

子どもの割合は、全国よりやや低い。佐賀市では、「学び合い」のある授業づくりを進めている

が、まだ、その成果は十分にあがっているとはいえない。また、「家で自分で計画を立てて勉強

している」と回答している児童生徒の割合は、全国よりやや低いという結果であった。その他の

項目については、佐賀市と全国との間に大きな差はなかった。 

 

○ 基本的な生活習慣に関することでは、｢朝ごはんを食べている｣子どもの割合は、小学校で全

国よりやや高いという結果であった。 

     ＜生活習慣について＞ 

 

 

 

 

� 「朝ごはん」と同様に「規則正しい生活」についても全国平均を上回っていました。これまで

学校や PTA が取り組んできた「早寝、早起き、朝ごはん」運動の成果だと思います。 

 

＜学習環境について＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

� 家庭学習については、中学校 3 年生で「しない」「30 分未満」（平日）が合わせて 20％以上い

ることは大きな問題です。子どもたちに家庭学習の習慣を定着させるよう、昨年度に市教育委

員会が提案した「家庭学習の手引きの作成」、「宿題の出し方の工夫」などの取り組みを、小中

学校が連携して、引き続き行っていく必要があります。また、保護者会などにおいて家庭学習

の必要性を強く訴えていくことが求められます。 

    

＜地域との関わりなどについて＞ 

 

 

 

 

 

� 全国的にみられる傾向で、佐賀市だけの問題ではありませんが、中学生になっても部活動など

だけに没頭するのでなく、地域社会への関心も失わないように働きかけていかなければなりま

せん。「出番」「役割」を作り、「承認」をするというサイクルを地域社会の中に作り出す必要

があります。また、「友達との約束を大切にすることの意味」についても、「市民性をはぐくむ

教育」や「まなざし運動」と絡めて、児童生徒や地域、保護者に奨励していく必要があります。 
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○ 「今住んでいる地域の行事に参加している」への回答は、小学生が全国平均を大きく上回っ

ているのにくらべ、中学生が全国平均をやや下回っており、小学生と中学生の落差が大きい。 

「学校のきまり（規則）を守っている」、「友達との約束を守っている」、「人が困っていると  

きは進んで助ける」をみると、中学生については全国平均を 3 ポイント程度ではあるものの、上

回っている。 

 

○「いじめは、どんな理由があってもいけないこと」と考えている児童生徒は、佐賀市が全国平

均を上回った。 

 

 

 

 

� 上の問題に関連することですが、小学生は地域社会との関わりが全国と比較して強いが、中学

生になるとそれが極端に弱くなるという特徴は、社会への理解が深まるにつれ、地域に対する

認識が否定的なものになってしまうことの現れかもしれません。今後、中学生にとって佐賀市

が魅力ある町となるよう、地域行事への参画を促すとともに、地域社会がさらに協働していく

必要があります。 

 

＜いじめについて＞ 

 

  

 

 

� これまで佐賀市の各学校で毎月一日に行ってきた「いじめ・いのちを考える日」の取り組みの

成果が現れています。今後もこの運動の定着と浸透を図るとともに、地域、家庭、学校で「い

じめ」の問題性と「いのち」の大切さを継続して児童生徒に啓発していきます。 

 

＜きまりについて＞ 

    

 

 

 

 

� さらに改善していく余地はありますが、佐賀市の中学生は全国にくらべて、まじめで律儀な姿

が見られます。こうした佐賀市の中学生の良さを、小学生の手本にするとともに、今後も学校

における道徳教育、特別活動などの充実と、家庭・地域との連携により、更に伸ばしていきた

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 5 

 

� 太字は全国比較±３ポイント以上、赤文字は全国平均を下回るもの 

調査の項目 学校種 佐賀市 % 全国 % 

小学校 ９６．２ ９５．４ ・朝食を毎日食べている 

※「している」｢どちらかといえばしている｣と答えた児童生徒の割合 中学校 ９３．２ ９３．２ 

小学校 ６６６６６６６６．．．．１１１１    ６２．８ ・平日、どれくらいの時間読書をするか 

※「10 分以上｣と答えた児童生徒の割合 中学校 ５３５３５３５３．．．．８８８８    ４９．４ 

小学校 ７９．３ ８２．４ ・平日、どれくらいの時間勉強をするか 

※「30 分以上｣と答えた児童生徒の割合 中学校 ７８．７ ８２．１ 

小学校 ７７．３ ７９．７ ・普段の授業で自分の考えを発表する機会が与えられているか 

※「当てはまる」｢どちらかといえば当てはまる｣と答えた児童生徒の割合 中学校 ７１．０ ７４．５ 

小学校 ９３．６ ９３．５ ・ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがある 

※「当てはまる」｢どちらかといえば当てはまる｣と答えた児童生徒の割合 中学校 ９１．７ ９１．９ 

小学校 ７２．８ ７２．３ ・難しいことでも失敗をおそれないで挑戦している 

※「当てはまる」｢どちらかといえば当てはまる｣と答えた児童生徒の割合 中学校 ６０．４ ６１．９ 

小学校 ８４．４ ８４．７ ・将来の夢や目標を持っている 

※「当てはまる」｢どちらかといえば当てはまる｣と答えた児童生徒の割合 中学校 ６９．０ ７０．７ 

小学校 ７７．２ ７７．５ ・家の手伝いをしている 

※「よくしている」｢時々している｣と答えた児童生徒の割合 中学校 ５９．２ ６０．６ 

小学校 ４８．２ ５２．０ ・家で自分で計画を立てて勉強している 

※「している」｢どちらかといえばしている｣と答えた児童生徒の割合 中学校 ３１．８ ３４．２ 

小学校 ４９．９ ４８．２ ・今住んでいる地域の歴史や自然に関して関心がある 

※「当てはまる」｢どちらかといえば当てはまる｣と答えた児童生徒の割合 中学校 ２４．１ ２３．５ 

小学校 ７７７７１１１１．．．．３３３３    ５９．９ ・今住んでいる地域の行事に参加している 

※「当てはまる」｢どちらかといえば当てはまる｣と答えた児童生徒の割合 中学校 ３１．３ ３７．０ 

小学校 ８５．６ ８６．３ ・学校のきまり（規則）を守っている 

※「当てはまる」｢どちらかといえば当てはまる｣と答えた児童生徒の割合 中学校 ９０９０９０９０．．．．８８８８    ８７．４ 

小学校 ９６．２ ９６．４ ・友達との約束を守っている 

※「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた児童生徒の割合 中学校 ６６６６６６６６．．．．６６６６    ６２．７ 

小学校 ７８．０ ７７．７ ・人が困っているときは、進んで助ける 

※「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた児童生徒の割合 中学校 ７５７５７５７５．．．．６６６６    ７２．４ 

小学校 ８９．６ ８８．７ ・近所の人に会ったときは、あいさつをしている 

※「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた児童生徒の割合 中学校 ８４．５ ８２．７ 

小学校 ９１．８ ９１．９ ・人の気持ちが分かる人間になりたい 

※「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合 中学校 ９３．２ ９２．５ 

小学校 ９５．２ ９４．７ ・いじめは、どんな理由があってもいけないこと 

※「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた児童生徒の割合 中学校 ９２．０ ８９．５ 

小学校 ９２．６ ９２．４ ・人の役に立つ人間になりたい 

※「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた児童生徒の割合 中学校 ７７．６ ７９．３ 

小学校 ４０．３ ４１．３ ・体の不自由な人やお年寄りや、困っている人の手助けをした 

※「何度もあった」「時々あった」と答えた児童生徒の割合 中学校 ３９．８ ４１．７ 

 


